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説明資料 



令和７年６月議会 一般質問資料（三上きよし）① 質問項目２ 小・中一貫教育について 

 

育親学園の登校通学バスの運行状況（三上現地調査による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７：３０ 広野発 

７：３０ 高橋発 

７：３０ 土ケ畑発 

学 
  

校 

※調査日の実績 

7:45着 

7:54着 

7:45着 

８：０８ 
かね新発 

７：５７ 
赤熊発 

７：５５ 
神前発 

８：００ 
青野小 

８：０９ 
学校 

８：１０ 
本梅小 

８：０７ 
学校 

８：１７ 
学校 

８：１７ 
駐輪場 

８：１９ 
学校 

８：１７ 
駐輪場 

３台とも畑野各所を

７時３０分に出発💦

子どもたちは 

何時に家を出るのだ

ろう？？ 

何時に起きるのだろ

う？？ 

７時半頃から保護者

の車送迎が。調査日

は計４２台（全校家

庭数１２５）。５名

で交通整理💦 

この日は７時４５分

までに１５人が出勤

していた。勤務時間

は８時１５分から。 

里山号 

半国号 

新車号 

これらがあれば、ピストンしなくて８時過ぎに登校できるのでは？ 

社会教育課のバス 朝は寝てます 使えないの？？ 

川東学園でも路線バスを利用して

いるよね？ 使えないの？？ 



令和７年６月議会 一般質問資料（三上きよし）② 質問項目３ 子どもの権利条例の具現化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ルールメイキング」とは？ 
♠ 生徒が中心となり先生や関係者と対話しながら校則・ルールを見

直していく取組。  

♦ 対立ではなく「対話を通して納得・理解をつくるプロセス」を学

びの機会と捉える。 

♧ 子どもたちに身近な校則・ルールを題材に、学校へ対話を届ける

サポートを行う。 

♡ 校則を見直すことが目的ではなく、「校則」を題材に、目指した

い学校づくりのきっかけをつくる。 

 

ルールメイキングの具体的な活動 
➡ 生徒・先生・保護者・地域の方など、立場や意見の違う人たち

と「対話を通して納得・理解をつくるプロセス」を経て、校則・

ルールを見直し、より良い学校生活のためにみんなで、みんなの

ルールをつくる作業。 

♠ 全校生徒・先生の本音を引き出すための、アンケート、対話会、

インタビューを行う。 

♦ 専門家や保護者・地域の方への調査や対話を行う。 

♧ それらを十分に経て、新しいルールの原案を考える。 

♡ 提案をしてすぐに策定する場合もあるが、試用期間を設けて事前

に問題点を洗い出しながら、施行するなどの工夫を各校で行って

いる。 

ルール 
メイキング 

対話の 

土壌づくり 

生徒主体の 

学校 

先生どうしの 

心理的安全性 

多様性の 

尊重 

探究的・対話的な 

学びの実現 

地域に 

開かれた学校 

主権者教育 

課題発見・ 
解決能力の育成 

コミュニティ 
スクール 

魅力ある学校 

探究学習の推進 
 

対話的な授業 

誰ひとり取り
残さない学校 

働き方改革 

個別最適な学び 

泉大津市立小津中学校の取組 
テレビでも紹介されました 

日テレ２４ Ｎスタ 



令和７年６月議会 一般質問資料（三上きよし）③ 質問項目４ 市民の森長尾山について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の森長尾山 
（亀岡市篠町篠） 


